
一関市内で活動を行う市民活動団

体を中心に、個人・企業等が一堂に

会し、活動紹介をはじめ、各種体験等

により交流を図りながら、市民のまちづ

くりへの参画を促進する「いちのせき市

民フェスタ」。このイベントに参加する団

体を募集します(30団体/～５月末まで)。

なお、市民フェスタは定期的に会場

(旧町村)を移動することにしており、今

年度は千厩地域の下記会場で開催し

ます。詳しくは下記へお問合せください。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2022.5
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「ようこそ霜後(そうご)へ」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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一関市国際交流協会では、国際交

流に関心のある方、他国の言葉や文

化にふれてみたい方など、一緒に活

動していただける会員を

募集します。詳しくはQR

コードを読み込むか下

記までお問合せください。

岩手宮城内陸地震の際に避難所

となった厳美市民センター山谷分館

に「震災資料展示室」が開設されま

した。県立一関工業高等学校の土

木科が震源地等をドローンで空撮し

た写真や映像、模型などを展示して

います。見学希望の際は平日８時半

～17時までに下記へお問合せいた

だくかホームページをご覧ください。

NPO法人は、毎事業年度終了から３

か月以内に前事業年度の事業報告

書を所轄庁に提出する必要があります。

報告書の提出がない法人については、

特定非営利活動促進法に基づき、過

料通知書を地方裁判所へ送付します。

また、３年以上にわたって提出が行わ

れない場合は、NPO法人の認証が取り

消されることがありますので、ご注意く

ださい。NPO法人に関するご相談等に

ついては、下記までお問合せください。

※一関市にのみ事務所を設けている

場合の所轄庁は一関市役所のまちづ

くり推進課です。

令和４年度

「せんまや夜市」

イベ

ント
一関市国際交流協会

会員募集！

募集
藤沢地域の魅力を発信する情報誌

「Charcas（チャーカス）vol.２

～観光編～」 発刊

情報

情報

「いちのせき市民フェスタ２２」

参加団体募集

募集

人口 前月比 世帯数 前月比

一関 54887 -353 24392 -7

花泉 12283 -79 4694 -2

川崎 3336 -19 1285 1

千厩 10027 -94 4089 1

大東 12273 -66 4925 3

東山 6028 -56 2282 -3

室根 4545 -11 1777 0

藤沢 7300 -36 2794 3

一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体 前月比

人口 110679 -714

世帯数 46238 -4

出生数 34 6

2022年４４４４月月月月１１１１日日日日付

(2022年3月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

厳美市民センター山谷分館

「震災資料展示室」

活動内容活動内容活動内容活動内容：

・国際交流に関する研修、セミナー

・料理や文化を通じた交流イベント

・海外学生の受入（ホームステイ） 等

年会費年会費年会費年会費：

<個人会員> ２,０００円／人

<団体・法人会員> １０,０００円

問合問合問合問合：０１９１-３４-４７１１

(一関市国際交流協会)

開館日開館日開館日開館日：見学希望者に合わせて随時

※山谷分館は利用申込がある時のみ開館

場所場所場所場所：厳美市民センター山谷分館内

(一関市厳美町字入道200)

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：genbicc.jp (厳し美しの里協議会)

問合問合問合問合：０１９１-２９-２２０５

（厳美市民センター）

本誌「団体紹介」にてご紹介した

「千厩夜市実行委員会」では、令和４

年度、「せんまや夜市」を約３年ぶりに

通常開催します。

10月までの毎月第２土曜日(８月の

み14日）に、千厩町の新町・本町商

店街を歩行者天国にし、各種屋台が

出店するほか、毎月様々な企画をご

用意！詳細はホームページからご覧

いただくか下記までお問合せください。

ＮＰＯ法人のみなさんへ

事業報告書の提出について

情報

１｜二言三言｜ 土地家屋調査士 小岩邦弘さん

３｜団体紹介｜ せんまや夜市実行委員会

５｜地域紹介｜ 第13区自治会 （室根）

７｜企業紹介｜ 株式会社フジテック岩手 (藤沢)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉒ 自治会広報とデザイン

９｜センターの自由研究｜ 伝説調査ファイル№８「かさこ地蔵」

今月の表紙

道ばたに並ぶ六尊のお地蔵様(「六地蔵」)。そもそもお地蔵様とは、正

式には「地蔵菩薩（じぞうぼさつ）」と言い、仏教における信仰対象(菩薩の

一尊)です。仏教には「六道」という考え方があり、六地蔵は、地蔵菩薩が

六道に行くために姿を変えたものと言われます(諸説あり)。ところでこの

六地蔵、一尊だけ笠をかぶっていません。これはもしや……!?(自由研究)

藤沢の地域協働体「藤沢町住民自

治協議会」の事業部会では、2022年

３月に藤沢の魅力を発信する情報誌

『Charcas～観光編～』を発刊しました。

地域内の観光地・施設やイベントな

どの紹介 に加え、取材時 の インタ

ビュー動画もYouTubeで視聴できます。

同誌は藤沢市民センターのほか、藤

沢近隣と平泉町の道の駅等に配架し

ています。詳しくは下記までお問合せく

ださい。

問合問合問合問合：０１９１-６３-５５１５

（藤沢市民センター内

藤沢町住民自治協議会事務局）

開催日開催日開催日開催日：４月～１０月 第２土曜日

※８月は１４日の開催

場所場所場所場所：千厩町の新町・本町商店街内

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：http://www.senmaya-yoichi.com

問合問合問合問合：０１９１-５３-２７３５

(せんまや夜市実行委員会会長：伊藤)

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）

開催日開催日開催日開催日：令和４年８月２８日(日)

場所場所場所場所：千厩アイスアリーナ

千厩農村環境改善センター

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター）



親子・家族間で「イエ」の資産共有を親子・家族間で「イエ」の資産共有を親子・家族間で「イエ」の資産共有を親子・家族間で「イエ」の資産共有を

～所有者不明土地を増やさない～～所有者不明土地を増やさない～～所有者不明土地を増やさない～～所有者不明土地を増やさない～

地域の「気になる人」を対談でご紹介

土地家屋調査士・測量士 小岩邦弘さん ×××× いちのせき市民活動センター センター長 小野寺浩樹第９５回
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公

共

事

業

を

し

よ

う

に

も

所

有

者

が

見

つ

か

ら

ず

、

事

業

が

大

き

く

遅

れ

た

と

い

う

経

過

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

を

機

に

様

々

な

法

改

正

が

進

め

ら

れ

、

令

和

６

年

か

ら

は

相

続

登

記

や

住

所

変

更

が

義

務

化

さ

れ

、

手

続

き

を

し

な

い

と

過

料

が

科

せ

ら

れ

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

実

は

我

が

家

で

も

最

近

に

な

っ

て

曾

祖

父

の

ま

ま

名

義

が

止

ま

っ

て

い

る

田

ん

ぼ

の

道

路

が

発

覚

し

ま

し

た

。

そ

れ

を

考

え

る

と

他

人

事

で

は

あ

り

ま

せ

ん

ね

。

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

「

相

続

人

い

な

け

れ

ば

国

と

か

市

が

も

ら

う

で

し

ょ

」

と

言

っ

て

放

置

し

て

い

る

人

も

多

い

で

す

が

、

現

行

の

法

律

に

そ

う

し

た

対

応

は

あ

り

ま

せ

ん

。

「

相

続

土

地

国

庫

帰

属

法

」

と

い

う

法

律

が

令

和

５

年

４

月

に

施

行

予

定

で

は

あ

り

ま

す

が

、

要

件

が

厳

し

い

の

で

、

期

待

し

す

ぎ

な

い

よ

う

に

気

を

付

け

て

欲

し

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

相

続

し

た

く

な

い

、

相

続

す

る

人

が

い

な

い

土

地

な

ど

を

国

が

も

ら

っ

て

く

れ

る

と

い

う

こ

と

で

す

か

？

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

買

い

取

っ

て

く

れ

る

わ

け

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

逆

に

10

年

分

の

土

地

管

理

費

相

当

額

の

負

担

金

を

納

付

し

て

、

国

に

管

理

し

て

も

ら

う

と

い

う

流

れ

で

す

。

国

庫

に

帰

属

し

た

ら

、

普

通

財

産

と

し

て

国

が

処

分

す

る

こ

と

も

あ

る

よ

う

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

山

を

手

放

し

た

い

」

と

い

う

声

は

よ

く

耳

に

し

ま

す

が

、

森

林

も

対

象

な

の

で

し

ょ

う

か

？

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

対

象

で

は

あ

り

ま

す

が

「

境

界

が

明

ら

か

で

は

な

い

土

地

」

「

帰

属

又

は

範

囲

に

つ

い

て

争

い

が

あ

る

土

地

」

は

却

下

要

件

と

さ

れ

て

い

る

の

で

、

我

々

土

地

家

屋

調

査

士

に

よ

る

筆

界

確

認

調

査

測

量

が

必

要

。

そ

の

時

に

先

ほ

ど

お

話

し

た

よ

う

な

所

有

者

不

明

土

地

が

隣

接

地

だ

っ

た

場

合

、

簡

単

に

は

い

か

な

い

で

す

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

な

る

ほ

ど

。

確

か

に

ハ

ー

ド

ル

は

高

そ

う

で

す

が

、

国

と

し

て

救

済

措

置

を

立

て

た

と

い

う

こ

と

。

小

岩

さ

ん

た

ち

の

立

場

か

ら

は

ど

う

見

て

い

ま

す

か

？

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

管

理

さ

れ

ず

に

放

置

さ

れ

る

よ

り

は

良

い

と

思

い

ま

す

。

本

来

、

土

地

の

管

理

責

任

は

所

有

者

に

あ

り

、

土

地

が

原

因

で

第

３

者

に

被

害

を

与

え

た

場

合

に

は

損

害

賠

償

の

対

象

に

な

る

わ

け

で

す

か

ら

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

ど

う

せ

俺

の

代

で

終

わ

り

だ

か

ら

さ

」

と

い

う

人

も

い

ま

す

が

、

「

終

わ

り

」

で

終

わ

ら

な

い

ん

で

す

よ

ね

。

本

人

が

死

ん

で

も

土

地

は

残

り

ま

す

か

ら

、

責

任

放

棄

み

た

い

な

も

の

。

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

相

続

税

の

対

象

に

な

る

資

産

価

値

が

あ

る

土

地

だ

と

、

そ

れ

な

り

に

意

識

し

て

い

る

傾

向

が

あ

り

ま

す

が

、

評

価

額

の

低

い

土

地

や

固

定

資

産

税

の

通

知

が

来

な

い

よ

う

な

土

地

だ

と

、

軽

視

さ

れ

が

ち

で

す

よ

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

固

定

資

産

税

の

通

知

が

来

な

い

土

地

も

あ

る

ん

で

す

か

？

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

固

定

資

産

税

の

通

知

書

は

あ

く

ま

で

も

税

金

を

納

め

る

た

め

の

通

知

な

の

で

、

土

地

の

場

合

、

保

安

林

等

の

非

課

税

の

土

地

や

、

課

税

標

準

額

の

合

計

が

30

万

円

未

満

だ

と

課

税

さ

れ

ず

、

通

知

書

も

届

き

ま

せ

ん

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

す

る

と

、

土

地

を

所

有

し

て

い

る

自

覚

が

な

い

人

が

い

る

可

能

性

が

あ

る

、

と

。

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

よ

く

あ

る

の

が

、

共

有

の

道

路

や

共

有

林

、

い

わ

ゆ

る

旧

墓

の

土

地

な

ど

。

昭

和

初

期

か

ら

名

義

人

が

変

わ

っ

て

い

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

ち

な

み

に

相

続

人

は

最

後

の

登

記

名

義

人

が

亡

く

な

っ

た

時

点

で

の

民

法

が

適

用

に

な

る

の

で

、

昭

和

22

年

５

月

２

日

以

前

に

亡

く

な

ら

れ

た

人

が

最

後

だ

と

「

家

督

相

続

」

で

相

続

人

が

決

ま

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

最

後

の

名

義

人

が

亡

く

な

っ

た

年

に

よ

っ

て

適

用

に

な

る

相

続

制

度

が

異

な

る

ん

で

す

ね

。

家

督

相

続

は

相

続

人

が

は

っ

き

り

し

て

い

る

半

面

、

家

督

で

全

て

の

情

報

が

止

ま

っ

て

し

ま

う

。

家

督

し

か

知

ら

な

い

財

産

が

あ

っ

た

か

ら

、

引

き

継

ぐ

前

に

家

督

が

亡

く

な

れ

ば

、

抜

け

漏

れ

が

発

生

し

て

し

ま

う

…
…

。

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

そ

れ

は

あ

り

ま

す

ね

。

今

は

「

法

定

相

続

」

で

、

権

利

者

が

複

数

い

ま

す

し

、

親

子

間

で

ち

ゃ

ん

と

共

有

を

し

て

欲

し

い

。

自

分

の

土

地

が

ど

こ

に

あ

る

の

か

、

現

在

の

名

義

人

が

亡

く

な

っ

た

ら

誰

が

ど

の

よ

う

に

管

理

し

て

い

く

べ

き

な

の

か

。

管

理

で

き

る

人

が

い

な

い

の

で

あ

れ

ば

、

早

め

に

処

分

を

考

え

る

べ

き

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ま

ず

は

登

記

が

ど

こ

ま

で

さ

れ

て

い

る

か

確

認

す

べ

き

で

す

ね

。

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

そ

う

、

固

定

資

産

税

の

通

知

だ

け

で

な

く

「

資

産

証

明

」

を

取

る

と

良

い

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

同

一

家

族

で

あ

れ

ば

、

父

親

や

祖

父

の

分

を

取

る

こ

と

も

で

き

ま

す

の

で

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

の

上

で

相

続

さ

れ

て

い

な

い

土

地

が

あ

れ

ば

登

記

す

る

、

と

。

小

岩

小

岩

小

岩

小

岩

登

記

費

用

が

か

か

る

の

で

、

管

理

は

し

て

も

登

記

は

し

な

い

と

い

う

人

が

い

ま

す

が

、

義

務

化

に

よ

っ

て

令

和

９

年

４

月

ま

で

に

登

記

し

な

い

と

結

局

過

料

が

か

か

り

ま

す

よ

。

住

所

変

更

も

ぜ

ひ

お

願

い

し

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

相

続

権

利

者

が

増

え

る

ほ

ど

費

用

も

か

さ

む

の

で

、

早

い

う

ち

に

動

く

べ

き

で

す

ね

。

こ

れ

も

「

イ

エ

を

守

る

」

こ

と

の

一

つ

か

と

。

２

/110,679

二言

三言

※３ 現状の国有地の標準的な管理費用(10年)は、粗放的な管理で足りる原野約20万円、市街地の宅地(200㎡)約80万円。

※４ 共有名義不動産は共有資産代表者にのみ納税通知書が送付される。道路は非課税になることも多く、その場合は納税通知書に記載されない。

※５ 「家族信託」という仕組み(財産管理法)も有効。 ／ ※６ 市役所税務課で取得可能(一名義につき手数料300円)。

土地家屋調査士小岩邦弘事務所代表で、不動産賃

貸業・測量設計を行う(有)アラヤ産業の代表取締役。

日本大学工学部土木工学科卒業後、東京のディベ

ロッパーや舗装業者を経て平成元年にＵターン。実

家の一関コンクリート工業所(平成14年に閉業)と

(有)アラヤ産業を継承しつつ、土地家屋調査士事務

所を開業。現一関商工会議所会頭。昭和37年生まれ。

※１ 職務上権限として土地家屋調査士が請求できるものにも限度があり、固定資産税の納付者の情報等は請求できないため、登記簿で所有者が確認

できない時には、周辺住民への聞き込みや、お寺の過去帳などを遡ることもある。海外移住者とやりとりすることも。

※２ 正当な理由なく登記申請を怠ったときは、10万円以下の過料が科される。
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同

様

に

、

夜

間

に

歩

行

者

天

国

を

行

う

こ

と

に

よ

る

不

満

(

歩

行

者

天

国

エ

リ

ア

に

事

務

所

を

構

え

る

企

業

へ

の

弊

害

や

、

騒

音

)

も

聞

こ

え

て

く

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

課

題

に

向

き

合

う

中

で

見

え

て

き

た

の

は

、

「

商

人

を

中

心

と

し

た

実

行

委

員

会

で

あ

る

が

た

め

に

『

売

る

側

目

線

』

に

な

っ

て

お

り

、

お

客

さ

ん

や

地

域

住

民

に

寄

り

添

え

て

い

な

か

っ

た

」

と

い

う

こ

と

。

改

め

て

夜

市

の

在

り

方

を

考

え

、

「

『

物

を

売

る

だ

け

の

夜

市

』

か

ら

『

楽

し

い

夜

市

』

へ

」

転

換

を

図

る

こ

と

を

会

員

間

で

共

有

。

お

客

さ

ん

が

楽

し

め

る

イ

ベ

ン

ト

を

第

一

に

考

え

、

買

い

物

は

二

の

次

と

し

て

い

く

こ

と

に

し

ま

し

た

。

地

元

の

小

学

生

か

ら

は

「

夜

市

は

宝

物

」

と

い

う

声

が

上

が

っ

て

お

り

、

同

会

会

長

の

伊

藤

周

平

さ

ん

は

「

せ

ん

ま

や

夜

市

は

『

月

に

一

度

の

公

認

夜

遊

び

の

場

』

と

し

て

、

先

生

や

地

域

の

大

人

が

見

守

り

な

が

ら

、

子

ど

も

た

ち

に

千

厩

の

魅

力

と

し

て

発

信

す

る

場

に

し

て

い

き

た

い

」

と

語

り

ま

す

。

10

周

年

を

迎

え

た

平

成

３

年

、

夜

市

を

開

催

し

て

い

る

東

日

本

エ

リ

ア

の

商

店

街

に

声

を

か

け

、

「

東

日

本

夜

市

サ

ミ

ッ

ト

・

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

を

開

催

し

た

同

会

。

ま

た

、

そ

の

頃

に

は

「

せ

ん

ま

や

夜

市

」

の

存

在

が

地

域

外

に

も

知

ら

れ

、

全

国

か

ら

視

察

が

来

る

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

し

た

。

そ

の

際

に

驚

か

れ

る

の

が

実

行

委

員

会

形

式

で

の

開

催

と

い

う

こ

と

。

全

国

的

に

は

商

工

会

が

主

体

で

あ

る

こ

と

が

多

い

た

め

、

「

商

工

会

も

行

政

も

わ

き

役

に

徹

し

て

い

る

姿

に

驚

き

を

感

じ

る

よ

う

で

す

」

と

、

事

務

局

顧

問

の

小

野

寺

維

久

郎

さ

ん

は

誇

ら

し

げ

に

語

り

ま

す

。

現

在

は

国

道

４

５

６

号

線

の

新

町

・

本

町

商

店

街

エ

リ

ア

約

５

０

０

ｍ

を

歩

行

者

天

国

に

し

て

実

施

し

て

い

る

夜

市

。

街

頭

に

は

前

日

か

ら

「

千

厩

夜

市

音

頭

(

昭

和

60

年

に

公

募

し

た

も

の

)

」

が

流

れ

、

ワ

ク

ワ

ク

し

た

気

分

を

作

り

上

げ

て

く

れ

ま

す

。

商

店

街

の

店

舗

で

は

夜

市

に

合

わ

せ

た

セ

ー

ル

や

イ

ベ

ン

ト

な

ど

を

行

い

、

町

内

外

か

ら

多

い

時

で

１

０

０

店

舗

以

上

が

路

面

に

出

店

。

開

催

月

に

合

わ

せ

た

恒

例

企

画

も

あ

り

(

８

月

の

「

燈

立

」

や

10

月

の

ハ

ロ

ウ

ィ

ン

等

)

、

歩

行

者

天

国

の

通

り

は

老

若

男

女

で

に

ぎ

わ

い

ま

す

。

地

元

の

小

中

高

生

が

友

達

同

士

で

楽

し

む

こ

と

が

で

き

る

数

少

な

い

イ

ベ

ン

ト

で

も

あ

り

、

「

子

ど

も

た

ち

に

は

千

厩

に

夜

市

が

あ

る

と

自

信

を

も

っ

て

も

ら

い

た

い

」

と

語

る

伊

藤

さ

ん

は

、

「

今

後

は

若

い

人

た

ち

に

実

行

委

員

会

の

中

心

を

担

っ

て

も

ら

い

、

幅

広

い

コ

ネ

ク

シ

ョ

ン

で

回

り

を

引

き

込

ん

で

い

く

こ

と

が

大

切

」

と

も

続

け

ま

す

。コ

ロ

ナ

禍

で

２

年

開

催

を

見

合

わ

せ

て

き

ま

し

た

が

、

令

和

４

年

４

月

よ

り

再

開

し

た

「

せ

ん

ま

や

夜

市

」

。

話

し

合

い

を

大

切

に

し

な

が

ら

歴

史

を

積

み

重

ね

て

い

る

同

会

の

活

動

は

、

地

域

住

民

に

と

っ

て

の

「

生

き

が

い

」

と

「

思

い

出

」

、

そ

し

て

地

域

へ

の

「

愛

着

」

を

創

り

出

し

て

い

ま

す

。

小野寺維久郎小野寺維久郎小野寺維久郎小野寺維久郎さんさんさんさん

実行委員会設立当初か

ら夜市に関わっており、

現在に至るまでの紆余

曲折も見てきました。

本町商店街で「小野久

スポーツ」を営んでい

ます。

伊藤周平伊藤周平伊藤周平伊藤周平さんさんさんさん

地元へのＵターンを期

に夜市にかかわるよう

に。平成29年12月から

８代目会長に就任し、

子どもたちの「宝物」

としての夜市を守り続

けています。

大

型

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

店

の

進

出

や

、

昭

和

54

～

56

年

の

北

海

道

・

東

北

の

冷

害

の

影

響

も

あ

り

、

昭

和

後

期

に

は

全

国

的

に

商

店

街

の

売

り

上

げ

低

迷

が

続

い

て

い

ま

し

た

。

千

厩

町

の

各

商

店

街

で

も

、

「

今

日

も

売

れ

な

か

っ

た

」

と

シ

ャ

ッ

タ

ー

を

閉

じ

る

光

景

が

当

た

り

前

と

な

り

つ

つ

あ

る

日

々

…
…

。

そ

ん

な

中

、

愛

宕

商

店

会

の

中

で

上

が

っ

て

き

た

の

が

「

昼

売

れ

な

い

な

ら

夜

売

ろ

う

」

と

い

う

声

。

こ

れ

が

「

せ

ん

ま

や

夜

市

」

の

原

点

で

し

た

。

昭

和

55

年

、

千

厩

町

千

厩

の

愛

宕

商

店

会

有

志

を

中

心

に

開

催

し

た

「

あ

た

ご

夜

市

」

か

ら

始

ま

っ

た

「

せ

ん

ま

や

夜

市

」

の

歴

史

で

す

が

、

農

家

や

果

樹

園

に

声

を

か

け

る

も

相

手

に

さ

れ

ず

、

参

加

す

る

と

言

い

な

が

ら

当

日

来

な

い

業

者

も

い

る

な

ど

、

散

々

な

ス

タ

ー

ト

。

翌

年

は

愛

宕

地

区

で

発

生

し

た

大

火

で

開

催

自

粛

。

３

年

目

は

隣

接

す

る

「

千

厩

新

町

振

興

会

」

と

共

に

実

行

委

員

会

を

結

成

し

「

せ

ん

ま

や

夜

市

」

と

し

て

開

催

す

る

も

、

い

ま

い

ち

盛

り

上

が

り

に

か

け

る

結

果

に

…
…

。

規

模

の

小

さ

さ

に

原

因

が

あ

る

と

考

え

、

「

せ

ん

ま

や

本

町

通

り

振

興

会

」

、

「

四

日

町

振

興

会

」

に

も

参

加

を

促

す

と

、

最

長

で

１

・

５

㎞

の

歩

行

者

天

国

と

な

り

、

月

に

２

回

開

催

す

る

な

ど

、

「

せ

ん

ま

や

夜

市

」

は

徐

々

に

盛

り

上

が

り

を

見

せ

て

い

き

ま

し

た

。

規

模

の

拡

大

で

来

場

者

は

増

え

た

半

面

、

様

々

な

課

題

が

。

ま

ず

向

き

合

っ

た

の

は

、

夜

市

開

催

エ

リ

ア

の

中

央

に

位

置

す

る

本

町

通

り

に

来

場

者

が

集

中

し

て

し

ま

う

と

い

う

現

実

。

当

初

か

ら

の

出

店

者

に

お

叱

り

を

受

け

る

中

、

各

商

店

会

の

特

性

を

活

か

し

た

構

成

に

す

る

こ

と

で

来

場

者

を

分

散

・

周

遊

さ

せ

る

作

戦

に

。

空

き

地

が

多

い

愛

宕

・

新

町

に

は

、

地

元

に

は

な

い

珍

し

い

業

種

を

出

店

さ

せ

る

な

ど

、

全

体

の

バ

ラ

ン

ス

を

考

え

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

次

に

頭

を

悩

ま

せ

た

の

が

「

子

ど

も

た

ち

が

夜

遊

び

を

す

る

よ

う

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

」

と

い

う

学

校

か

ら

の

電

話

。

３４

団体

紹介

せんまやせんまやせんまやせんまや夜市実行委員会夜市実行委員会夜市実行委員会夜市実行委員会

一関市千厩町の４つの商店街で開かれる

「せんまや夜市」の企画運営を行う。昭和

57年、地元商店会の有志を中心に緩やかに

組織化。企画広報係(企画立案、広報)と会

計係を設け、４月から10月までの第２土曜

日(８月は14日に固定)に開催する夜市を切

り盛りする。出店店舗等は随時募集中。

生

活

生

活

生

活

生

活

に

お

け

る

に

お

け

る

に

お

け

る

に

お

け

る

「「「「

楽楽楽楽

し

み

し

み

し

み

し

み

」」」」

をををを

創創創創

りりりり

続続続続

け

て

け

て

け

て

け

て

昼

、

物

が

売

れ

な

い

な

ら

、

夜

売

ろ

う

- Photo gallery -gallery -

せ

ん

ま

や

せ

ん

ま

や

せ

ん

ま

や

せ

ん

ま

や

夜

市

夜

市

夜

市

夜

市

とととと

言言言言

え

ば

え

ば

え

ば

え

ば

平

成

９

年

に

登

場

し

た

夜

市

キ

ャ

ラ

ク

タ

ー

「

せ

ん

た

く

ん

」

「

ま

や

ち

ゃ

ん

」

。

夜

市

会

場

に

は

不

定

期

出

没

！

子

ど

も

た

ち

の

人

気

者

で

す

。

活

動

発

表

活

動

発

表

活

動

発

表

活

動

発

表

(( ((

披

露

披

露

披

露

披

露

)) ))

のののの

場場場場

「

新

町

Ｊ

ａ

Ｊ

ａ

馬

プ

ラ

ザ

」

の

特

設

ス

テ

ー

ジ

で

は

音

楽

ラ

イ

ブ

が

恒

例

。

様

々

な

団

体

・

個

人

が

参

加

(

披

露

・

演

奏

)

し

ま

す

。

初

盆

初

盆

初

盆

初

盆

をををを

迎迎迎迎

え

る

え

る

え

る

え

る

年年年年

はははは…
…

…
…

…
…

…
…

８

月

の

夜

市

だ

け

は

14

日

を

開

催

と

し

、

「

燈

立

」

を

行

い

ま

す

。

初

盆

を

迎

え

る

家

の

人

が

こ

の

行

燈

を

持

ち

帰

る

の

が

夜

市

の

慣

例

で

す

。

変変変変

わ

ら

ぬ

デ

ザ

イ

ン

で

わ

ら

ぬ

デ

ザ

イ

ン

で

わ

ら

ぬ

デ

ザ

イ

ン

で

わ

ら

ぬ

デ

ザ

イ

ン

で

主

要

企

画

が

毎

回

異

な

る

た

め

、

毎

回

(

月

)

チ

ラ

シ

を

作

成

し

、

千

厩

・

川

崎

・

藤

沢

地

域

に

全

戸

配

布

。

あ

え

て

テ

イ

ス

ト

は

変

え

ま

せ

ん

。

Ｑ.「夜市」開催を通して得たものは？

会長会長会長会長 事務局顧問事務局顧問事務局顧問事務局顧問

せんまや夜市実行委員会

次

々

生

じ

る

課

題

に

も

話

し

合

い

を

重

ね

続

け

て

いとう しゅうへい おのでら いくろう

Ａ.一生の仲間
Ａ.町づくりは心づくり

全

国

で

も

珍

し

い

、

住

民

に

よ

る

住

民

の

た

め

の

夜

市

TEL：0191-53-2735 会長(伊藤周平)

写真：令和４年４月開催の「せんまや夜市」

の様子



花

苗

や

各

種

経

費

に

関

し

て

は

自

治

会

が

負

担

。

河

川

清

掃

や

道

路

愛

護

等

の

環

境

整

備

活

動

も

同

様

で

、

自

治

会

か

ら

各

部

落

会

に

降

ろ

し

、

地

域

住

民

に

よ

り

身

近

な

部

落

会

が

活

動

主

体

と

な

り

ま

す

。

こ

の

仕

組

み

で

同

自

治

会

が

取

り

組

む

事

業

に

、

空

き

家

・

留

守

宅

の

草

刈

り

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

作

業

が

あ

り

ま

す

。

各

部

落

会

が

そ

れ

ぞ

れ

の

エ

リ

ア

内

で

整

備

が

必

要

と

判

断

し

た

空

き

家

・

留

守

宅

が

あ

れ

ば

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

草

刈

り

作

業

等

を

実

施

し

、

係

る

経

費

は

自

治

会

が

負

担

。

現

在

は

第

５

部

落

会

・

第

６

部

落

会

で

数

軒

の

草

刈

り

作

業

を

担

っ

て

い

ま

す

。

ま

た

、

令

和

４

年

度

か

ら

の

試

み

と

し

て

、

有

料

(

１

回

３

千

円

で

、

そ

の

半

額

は

自

治

会

が

補

助

)

で

除

雪

依

頼

に

応

じ

る

仕

組

み

も

構

築

。

実

は

第

５

部

落

会

に

は

積

雪

に

よ

っ

て

孤

立

し

て

し

ま

う

場

所

が

あ

り

、

部

落

会

の

有

志

が

除

雪

を

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

が

自

治

会

と

し

て

仕

組

み

を

構

築

し

た

背

景

に

あ

り

ま

す

。

ち

な

み

に

、

同

自

治

会

で

は

２

年

程

前

か

ら

自

治

会

費

に

対

し

「

４

月

１

日

現

在

自

宅

に

居

住

し

て

お

ら

ず

、

且

つ

、

前

年

度

年

間

概

ね

２

０

０

日

以

上

居

住

し

て

い

な

い

世

帯

は

会

費

を

免

除

と

し

ま

す

」

と

い

う

規

定

を

追

加

。

高

齢

者

等

の

長

期

入

院

や

施

設

入

所

な

ど

に

よ

る

留

守

宅

(

空

き

家

)

発

生

の

現

実

を

鑑

み

、

こ

う

し

た

様

々

な

対

応

策

を

部

落

会

と

の

連

携

で

進

め

て

い

ま

す

。

総

会

資

料

を

拝

見

す

る

中

で

目

に

留

ま

っ

た

の

が

「

地

域

内

サ

ー

ク

ル

・

同

好

会

活

動

補

助

」

と

い

う

項

目

。

10

名

以

上

の

団

体

で

、

年

２

回

以

上

の

活

動

を

予

定

し

て

い

る

自

治

会

内

の

同

好

会

・

サ

ー

ク

ル

を

対

象

に

、

自

治

会

が

５

千

円

～

１

万

円

の

助

成

を

す

る

と

い

う

も

の

で

す

。

現

在

は

「

釣

り

同

好

会

」

の

み

の

利

用

で

す

が

、

以

前

は

カ

ラ

オ

ケ

同

好

会

や

手

踊

り

同

好

会

な

ど

、

い

く

つ

か

利

用

が

あ

っ

た

と

の

こ

と

。

そ

の

狙

い

に

つ

い

て

事

務

局

長

の

千

葉

恭

平

さ

ん

は

「

飲

み

会

で

も

麻

雀

で

も

何

で

も

良

い

か

ら

、

と

に

か

く

集

ま

る

こ

と

が

大

事

。

地

域

行

事

に

は

参

加

し

に

く

く

と

も

、

自

分

の

好

き

な

こ

と

な

ら

参

加

す

る

。

そ

の

中

か

ら

自

然

と

リ

ー

ダ

ー

が

出

て

く

れ

ば

」

と

、

集

落

の

盛

り

上

げ

は

も

ち

ろ

ん

、

人

材

育

成

の

意

味

合

い

を

込

め

ま

す

。

実

際

、

釣

り

同

好

会

の

会

員

は

50

～

60

代

が

中

心

で

す

が

、

自

治

会

か

ら

の

補

助

で

主

催

す

る

釣

り

大

会

(

自

治

会

員

向

け

に

案

内

)

に

は

若

い

人

や

家

族

連

れ

が

参

加

。

夏

ま

つ

り

な

ど

の

行

事

に

も

出

店

(

協

賛

)

す

る

な

ど

、

住

民

の

交

流

機

会

に

一

役

買

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

補

助

金

は

県

道

草

刈

り

の

委

託

費

を

財

源

と

し

て

お

り

、

「

親

睦

に

使

え

る

お

金

を

捻

出

す

る

た

め

に

草

刈

り

で

稼

ぐ

」

と

い

う

姿

勢

に

思

わ

ず

感

心

。

部

落

会

や

同

好

会

と

い

う

、

生

活

に

お

い

て

身

近

な

主

体

に

よ

る

活

動

を

推

進

す

る

こ

と

で

、

自

然

と

顔

の

見

え

る

関

係

性

が

築

か

れ

て

い

ま

す

。

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

副会長副会長副会長副会長

小山智小山智小山智小山智さんさんさんさん

矢越会(第５部落会)の

会長で、自治会の副会

長。矢越山登山道の入

口に自宅があるため、

登山客とコミュニケー

ションを図りながら、

鎮守の山を守ります。

千葉恭平千葉恭平千葉恭平千葉恭平さんさんさんさん

盛岡に通勤していた時

期も含め、20年以上に

渡り事務局を担ってき

ました。定年退職した

今年からは後継者の育

成にも注力していきま

す。

標

高

５

１

９

ｍ

、

「

森

は

海

の

恋

人

植

樹

祭

」

で

全

国

的

に

も

そ

の

名

が

知

ら

れ

る

「

矢

越

山

」

。

中

腹

に

矢

越

村

時

代

の

村

社

・

矢

越

神

社

が

、

山

頂

に

は

８

５

２

年

勧

請

の

薬

師

如

来

を

安

置

す

る

羽

山

神

社

も

あ

り

、

鎮

守

の

山

と

し

て

地

域

を

見

守

っ

て

い

ま

す

。

矢

越

山

自

体

は

第

３

区

自

治

会

、

第

12

区

自

治

会

、

第

13

区

自

治

会

に

ま

た

が

り

ま

す

が

、

羽

山

神

社

と

そ

の

参

道

(

＝

登

山

道

)

を

有

す

る

の

が

第

13

区

自

治

会

で

す

。

県

道

本

吉

室

根

線

が

地

区

の

中

央

を

通

り

、

同

路

線

上

の

市

営

バ

ス

境

田

バ

ス

停

か

ら

星

商

店

の

手

前

ま

で

が

同

自

治

会

の

エ

リ

ア

。

こ

の

左

右

に

集

落

が

広

が

り

、

矢

越

山

の

登

山

道

の

付

近

に

は

同

自

治

会

が

制

作

し

た

矢

越

山

の

案

内

看

板

が

。

ツ

ツ

ジ

が

見

頃

を

迎

え

る

６

月

に

は

多

く

の

登

山

客

が

訪

れ

、

そ

の

時

期

に

合

わ

せ

て

行

う

矢

越

山

の

整

備

作

業

は

今

年

で

24

年

目

。

山

頂

周

辺

の

刈

払

い

作

業

か

ら

始

め

た

同

事

業

は

、

案

内

看

板

や

道

標

の

設

置

に

加

え

、

登

山

道

の

階

段

整

備

(

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

杭

や

補

助

ロ

ー

プ

の

設

置

等

)

に

ま

で

発

展

し

て

い

ま

す

。

「

作

業

内

容

に

よ

っ

て

は

過

酷

な

も

の

も

。

そ

の

後

の

『

さ

な

ぶ

り

会

』

を

楽

し

み

に

多

数

の

住

民

が

汗

を

流

し

ま

す

」

と

、

９

代

目

自

治

会

長

の

畠

山

和

弘

さ

ん

が

話

す

通

り

、

そ

の

参

加

者

数

は

例

年

約

60

人

と

、

ほ

ぼ

全

戸

か

ら

一

人

は

作

業

に

参

加

。

コ

ロ

ナ

禍

前

に

は

農

家

組

合

と

共

催

で

焼

肉

な

ど

の

「

さ

な

ぶ

り

会

」

を

行

い

(

コ

ロ

ナ

禍

で

は

パ

ン

等

の

配

布

の

み

)

、

住

民

の

親

睦

を

深

め

る

機

会

に

も

位

置

付

け

て

い

ま

す

。

３

つ

の

「

部

落

会

」

を

束

ね

る

よ

う

な

形

で

成

り

立

つ

第

13

区

自

治

会

。

各

部

落

会

も

組

織

化

し

て

お

り

、

自

治

会

の

役

員

は

各

部

落

会

選

出

の

人

材

で

構

成

さ

れ

ま

す

。

自

治

会

の

事

業

は

部

落

会

と

連

携

し

て

お

り

、

花

壇

整

備

の

実

動

や

コ

ン

ク

ー

ル

へ

の

応

募

は

部

落

会

毎

で

す

が

、

第13区自治会

５６

顔顔顔顔

のののの

見見見見

え

る

え

る

え

る

え

る

範

囲

範

囲

範

囲

範

囲

でででで

作作作作

るるるる

「「「「

共

助

共

助

共

助

共

助

」」」」

のののの

仕

組

仕

組

仕

組

仕

組

みみみみ

地

域

の

シ

ン

ボ

ル

を

守

り

な

が

ら

- Photo gallery -gallery -

世

代

世

代

世

代

世

代

をををを

超超超超

え

た

え

た

え

た

え

た

各

種

交

流

各

種

交

流

各

種

交

流

各

種

交

流

新

年

会

で

は

餅

つ

き

で

子

ど

も

た

ち

と

中

高

年

世

代

が

、

女

性

部

で

は

女

性

学

級

を

通

じ

て

幅

広

い

年

代

が

交

流

し

ま

す

(

写

真

は

コ

ロ

ナ

禍

前

)

。

こ

っ

ち

が

こ

っ

ち

が

こ

っ

ち

が

こ

っ

ち

が

本

番

本

番

本

番

本

番

？？？？

矢

越

山

の

登

山

道

整

備

後

に

行

う

「

さ

な

ぶ

り

会

」

の

定

番

は

焼

肉

。

第

５

部

落

の

集

会

所

前

の

広

場

で

作

業

の

疲

れ

を

癒

し

ま

す

(

平

成

30

年

)

。

大

掛

大

掛

大

掛

大

掛

か

り

な

か

り

な

か

り

な

か

り

な

夏夏夏夏

ま

つ

り

ま

つ

り

ま

つ

り

ま

つ

り

コ

ロ

ナ

禍

前

は

歌

謡

シ

ョ

ー

を

メ

イ

ン

に

実

施

し

て

い

た

夏

祭

り

。

人

脈

を

駆

使

し

、

特

設

の

屋

台

や

ス

テ

ー

ジ

を

設

置

し

て

い

ま

し

た

。

登

山

道

登

山

道

登

山

道

登

山

道

のののの

階

段

階

段

階

段

階

段

をををを

毎

年

６

月

に

行

う

矢

越

山

登

山

道

の

整

備

作

業

。

こ

こ

数

年

は

階

段

へ

の

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

杭

設

置

を

進

め

て

い

ま

す

。

休

憩

中

の

様

子

(

平

成

30

年

)

。

地域

紹介

室根第室根第室根第室根第13131313区自治会区自治会区自治会区自治会((((釘子釘子釘子釘子))))

３つの部落会(旧行政区：「矢越会(第５部

落)」「矢越第６部落親睦会」「第７部落

会」)の連合会のような位置づけで昭和57年

度に発足。自治会は部会制(生活環境、文化

体育、産業、女性)で、70戸約220人が暮らす。

室根

稼

い

で

補

助

！

狙

い

は

人

づ

く

り

部

落

会

と

自

治

会

の

連

携

で

実

情

に

合

わ

せ

た

活

動

を

おやま さとし ちば きょうへい

Ａ.過疎化の中での助け合いと

声の掛け合い！

Ａ.13区の里山・矢越山。地域づくりのシンボルとして

活動してます。矢越山に是非どうぞ!!

左の写真：平成17年の矢越山整備事業時の集合写真(中

央の建物が羽山神社(通称：薬師様))。

事務局長事務局長事務局長事務局長



「

質

の

高

い

様

々

な

サ

ー

ビ

ス

を

地

域

の

お

客

様

に

提

供

し

、

感

動

を

与

え

る

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

、

長

年

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

活

か

し

た

農

業

資

機

材

・

各

種

機

械

販

売

メ

ン

テ

ナ

ン

ス

(

ア

グ

リ

事

業

部

)

の

ほ

か

、

自

動

車

販

売

・

点

検

整

備

検

査

(

自

動

車

事

業

部

)

、

給

排

水

設

備

・

宅

内

配

管

(

水

道

設

備

事

業

部

)

、

環

境

保

全

の

為

の

各

種

工

事

・

一

般

土

木

建

設

業

(

土

木

本

管

事

業

部

)

な

ど

を

中

心

に

展

開

す

る

株

式

会

社

フ

ジ

テ

ッ

ク

岩

手

。

「

な

ぜ

こ

の

部

品

を

交

換

す

る

か

」

「

ど

の

よ

う

な

施

工

を

し

た

か

」

を

丁

寧

に

説

明

し

、

顧

客

へ

の

明

朗

明

解

な

対

応

を

心

が

け

て

い

ま

す

。

顧

客

満

足

度

の

向

上

を

図

る

た

め

、

市

内

全

３

店

舗

の

口

コ

ミ

・

評

価

を

分

析

し

、

リ

ピ

ー

ト

率

(

ま

た

来

た

く

な

る

)

、

紹

介

率

(

他

の

人

に

オ

ス

ス

メ

し

た

く

な

る

)

を

チ

ェ

ッ

ク

す

る

な

ど

、

地

道

な

取

り

組

み

も

忘

れ

ま

せ

ん

。

自

動

車

関

連

事

業

を

軌

道

に

乗

せ

た

現

代

表

取

締

役

社

長

の

千

葉

昌

嗣

さ

ん

は

「

事

業

拡

大

を

目

指

し

、

本

来

の

農

機

具

の

販

売

整

備

に

こ

だ

わ

ら

ず

、

市

内

の

方

々

が

何

を

求

め

て

い

る

の

か

と

い

う

ニ

ー

ズ

把

握

を

行

い

ま

し

た

。

そ

の

中

で

、

岩

手

県

で

は

１

世

帯

あ

た

り

の

自

家

用

車

保

有

率

が

３

台

を

超

え

、

ほ

ぼ

１

人

１

台

持

っ

て

い

る

と

い

う

現

状

に

着

目

し

、

市

内

に

お

け

る

『

こ

こ

が

一

番

』

と

い

う

自

動

車

整

備

工

場

・

販

売

店

を

目

指

そ

う

と

決

め

ま

し

た

」

と

振

り

返

り

ま

す

。

千

葉

さ

ん

が

帰

郷

し

た

平

成

23

年

、

同

社

の

主

力

だ

っ

た

農

機

具

の

販

売

・

整

備

事

業

は

、

農

業

人

口

の

減

少

と

共

に

需

要

が

減

少

し

て

い

ま

し

た

。

当

時

の

社

員

は

18

名

で

平

均

年

齢

は

53

歳

。

離

職

率

も

高

い

現

状

を

受

け

、

社

員

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

す

る

と

、

社

員

も

今

後

の

経

営

に

不

安

を

抱

い

て

い

る

こ

と

が

判

明

し

ま

す

。

主

力

事

業

の

転

換

を

決

意

し

た

千

葉

さ

ん

は

、

東

日

本

大

震

災

の

影

響

で

需

要

が

伸

び

て

い

た

「

土

木

本

管

事

業

」

と

、

生

活

に

不

可

欠

な

「

自

動

車

事

業

」

の

強

化

を

実

施

。

農

機

具

の

販

売

・

整

備

で

お

付

き

合

い

し

て

い

た

顧

客

に

自

動

車

を

勧

め

た

と

こ

ろ

、

そ

れ

が

好

評

と

な

り

新

規

顧

客

獲

得

に

も

つ

な

が

り

ま

し

た

。

ま

た

、

若

い

人

材

を

育

成

す

る

た

め

、

給

与

の

仕

組

み

を

「

見

え

る

化

」

。

社

員

の

評

価

を

ポ

イ

ン

ト

化

し

、

給

与

に

反

映

す

る

な

ど

、

社

員

の

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

ア

ッ

プ

を

図

り

ま

し

た

。

加

え

て

、

年

２

回

は

面

談

を

設

け

、

社

員

の

悩

み

に

も

向

き

合

い

ま

す

。

社

内

改

革

に

着

手

し

て

約

10

年

、

新

店

舗

開

設

も

あ

り

、

社

員

数

は

91

人

に

増

え

、

平

均

年

齢

は

36

歳

、

離

職

率

も

大

幅

に

減

少

す

る

な

ど

、

大

き

く

状

況

が

変

化

。

社

員

か

ら

も

「

同

世

代

の

先

輩

も

多

い

の

で

相

談

し

や

す

い

。

地

域

の

方

と

関

わ

り

な

が

ら

仕

事

が

で

き

る

の

も

や

り

が

い

を

感

じ

る

」

と

い

う

嬉

し

い

声

が

。

さ

ら

な

る

人

材

育

成

の

た

め

、

専

門

技

術

習

得

の

バ

ッ

ク

ア

ッ

プ

に

も

力

を

入

れ

ま

す

。

地

域

の

小

学

生

に

地

元

観

光

地

の

招

待

券

を

贈

る

な

ど

、

地

域

貢

献

も

行

う

同

社

。

「

子

ど

も

た

ち

か

ら

『

大

き

く

な

っ

た

ら

フ

ジ

テ

ッ

ク

岩

手

に

入

り

た

い

』

と

憧

れ

ら

れ

る

こ

と

」

「

令

和

20

年

ま

で

に

県

内

３

番

目

の

上

場

企

業

を

目

指

す

」

と

い

う

目

標

を

掲

げ

な

が

ら

、

農

家

や

地

域

の

ニ

ー

ズ

に

寄

り

添

い

続

け

ま

す

。

７

企業

紹介

株式会社フジテック岩手藤沢

農業の機械化が進み始めた昭和51年、現代表取締役社長の父(現会長)が「農

家の皆様に寄り添い、地域に貢献したい」という想いから「有限会社藤沢農機

商会」として創業。昭和62年に「株式会社フジテック岩手」に改称すると、農

業に関連したあらゆる需要に応じるように、平成３年に水道事業部、平成８年

には土木事業部を設置。平成23年から土木本管工事等の事業と自動車関連の事

業を強化し、その一環として届出済未使用者の専門店「エコカーパーク川崎店

(平成27年)」「エコカーパーク一関インター店(令和元年)」をオープン。藤沢町

藤沢の本社も合わせ、市内３か所で各種事業を展開中。

地域地域地域地域のののの営営営営みみみみ、、、、生活生活生活生活にににに寄寄寄寄りりりり添添添添ってってってって

地

域

の

ニ

ー

ズ

を

把

握

し

、

お

客

様

に

「

感

動

」

を

与

え

る

１

来客時は真っ先に駐車場で出迎え、

帰りも最後までお見送り。

DATA

〒029-3405

一関市藤沢町藤沢字大母216-9

TEL 0191-63-3194

HP http://fti.co.jp/

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第38383838話話話話

地域運営の落とし穴㉒
自治会広報とデザイン

今月のテーマ

代表取締役社長の千葉昌嗣さん。

昭和59年から多様な農機具の販

売・整備で地域農家を支えてきた

本社外観。

担当者の個性が見える!? 「自治会広報」

地域企業の理念にせまります。

２

８

一

関

で

一

番

の

ス

テ

ー

タ

ス

企

業

を

目

指

し

て

３

昨年、藤沢町の地域協働体・藤沢町住民自治協議会で「「「「自治会広報自治会広報自治会広報自治会広報コンクールコンクールコンクールコンクール」」」」が初めて催され、当センター

も審査員としてお誘いをいただきました。審査員は広報いちのせき『I-style』編集部、岩手日報社一関支社、

岩手日日新聞社と錚々たる顔ぶれの中、僭越ながら参加させていただき、応募があった藤沢町内の自治会広報を

拝見しました。ただ拝見するだけならいいのですが、コンクールとなると賞をつけなければならず……。

主催である同協議会の目的は、自治会活動強化自治会活動強化自治会活動強化自治会活動強化のためにのためにのためにのために広報広報広報広報というというというという手段手段手段手段をををを高高高高めたいめたいめたいめたいというものであり、今後の

自治会広報の発展のために、申し訳なさを感じながらも審査させていただきました。先に述べておきますが、自自自自

治会治会治会治会でででで広報広報広報広報をををを出出出出していることしていることしていることしていること自体自体自体自体がががが、、、、素晴素晴素晴素晴らしいらしいらしいらしい取取取取りりりり組組組組みみみみです。出したいと思いながらも出せずにいる自治会も

あれば、過去には出していたものの、従事する人が確保できないことから廃止した自治会もあったり、地域に

よって様々な事情がありますので、必ず広報紙を出せというものではありません。

当センターでも毎月、情報誌『idea(この冊子)』を発行していますので、入稿までは一字一句間違いがないか、

記事に誤解を与える表現はないかなど事実確認に必死です。とは言え、我々は業務の一環で制作しているので、

ある程度の時間や手間を費やせるのであって、自治会広報自治会広報自治会広報自治会広報にににに携携携携わるわるわるわる事務局事務局事務局事務局やややや総務部総務部総務部総務部のののの方方方方はははは、、、、地域地域地域地域のののの一役一役一役一役((((無償無償無償無償))))な

のです。なかなかできる仕事ではないので、担当者の交代が難しいのも頷けます(前号参照)。

さて、実際の自治会広報を見てみると、手書きで手作り感があるもの、写真がメインなもの、元行政職員が関

わっているのかもしれないと推測してしまうような書式のものなど、従事している方の人となりが垣間見えて楽

しいものです。中には、回覧板に挟み込むような連絡文書タイプもありましたが、それも立派な広報紙であり、

どれも‘‘‘‘いかにいかにいかにいかに住民住民住民住民のみなさんにのみなさんにのみなさんにのみなさんに関心関心関心関心をををを持持持持ってもらうかってもらうかってもらうかってもらうか？？？？’’’’というというというという視点視点視点視点で各種工夫が凝らされていました。

地域づくり活動や市民活動は、「広報」に苦戦する傾向あり

私(いちのせき市民活動センター長・小野寺)自身、地域づくり活動や市民活動に携わって17年が経ちました。

この間、テーマ型の事業や地域づくりに関する講座など、多岐に渡り主催してきましたが、ずっと困っていたこ

とがあります。それは、‘‘‘‘我々我々我々我々のののの業界業界業界業界はははは、、、、伝伝伝伝えるためにはえるためにはえるためにはえるためには文字量文字量文字量文字量がががが必要必要必要必要になるになるになるになる！！！！’’’’ということです。

誰もがすぐにイメージできる商業施設等の「○○フェア」やバーゲン、各種音楽イベントなどは、少ない文字

量と写真でも表現がしやすい。だから、オシャレな感じだったり、インパクト重視の広報物が通用しますが、地

域づくりに関することは、イメージしにくいことが多いため、いちいち解説解説解説解説や注釈注釈注釈注釈をつけないと伝わらない……。

「広報」というと、華やかなキラキラしたもの、デザイン性を重視して作りたいと思う人も少なくないのです

が、キラキラしたデザインは、地域づくり活動には、実は不向きだったりします。

見出しやキャッチコピーも同様で、「○○％OFF！」「一関に○○が初上陸！」

と、文字量が少なくても通じる業種・事業がある一方、地域づくり系になると、

「参加で気づく地域づくり」とか「見て・聞いて・体験して」のような、インパ

クトに欠ける言葉を選ばざる得ない。我々は、というより個人的には、「キラキ

ラ系は諦めよ」というお告げを聞きました(笑)その代わり、‘しっかりしっかりしっかりしっかり説明説明説明説明してしてしてして、、、、

趣旨趣旨趣旨趣旨をををを理解理解理解理解してもらうためにしてもらうためにしてもらうためにしてもらうために伝伝伝伝えるえるえるえる努力努力努力努力((((工夫工夫工夫工夫))))がががが大事大事大事大事である’と考えています。

そもそも、自治会広報紙自治会広報紙自治会広報紙自治会広報紙をはじめをはじめをはじめをはじめ、、、、情報情報情報情報をををを発信発信発信発信するするするする目的目的目的目的はははは「「「「周知周知周知周知」」」」ですからですからですからですから、、、、

知知知知ってもらうことがってもらうことがってもらうことがってもらうことが目的目的目的目的でででで、、、、インパクトをインパクトをインパクトをインパクトを与与与与えることがえることがえることがえることが目的目的目的目的ではないではないではないではないのです。地地地地

味味味味でででで、、、、文字要素文字要素文字要素文字要素がががが多多多多くなってしまったとしてもくなってしまったとしてもくなってしまったとしてもくなってしまったとしても、、、、分分分分かりやすくかりやすくかりやすくかりやすく表現表現表現表現することがすることがすることがすることが大大大大

事事事事です。せめて見出見出見出見出しやレイアウトしやレイアウトしやレイアウトしやレイアウトくらいは頑張りたいですね。

また、自治会情報の周知のためにせっかく発行している広報紙ですから、「開催

報告」の記事だけではなく、「「「「予告記事予告記事予告記事予告記事((((何何何何のののの目的目的目的目的でででで、、、、どんなことをやるのどんなことをやるのどんなことをやるのどんなことをやるの

かかかか？？？？))))」」」」や、地域の役を知ってもらうために「「「「○○○○○○○○役役役役のののの解説解説解説解説((((役員役員役員役員さんのおさんのおさんのおさんのお仕事風仕事風仕事風仕事風

景景景景をををを取材取材取材取材するするするする等等等等))))」」」」などのコーナーを設けてみるのも良いのではないでしょうか。

当センター佐々木作成の過去のチラシ。
「ひらめ」と「板」で「ひらめいた」と
なっているもので、伝えにくいものを連想
ゲーム仕立てにした傑作チラシ(笑)



センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
67676767

９10

誰もが一度は聞いたことがある民話「かさこじぞう」。昭和57年、小学２年生の国

語の教科書に一斉採用されたこともあり、全国各地に知られるようになります。この

時採用になったのは岩崎京子作の『かさこじぞう』で、各地に伝わる民話を再話した

ものでした。雪国を中心に各地に同様の話が古くからあったとされ、実は当市域内に

も「笠地蔵発祥地の一つ」と推定される場所があります。推定に至った背景を調査し

ました！ ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

■

青

少

年

の

健

全

育

成

を

願

っ

て

「『かさこじぞう』発祥地の一つ」と聞くと、民話に出てくるような六地蔵様が古

くから建立されていたことを想像してしまいますが、清水地区の場合、六地蔵様が建

立されたのは昭和58年。建立の経緯としては「青少年の健全育成につながる事業を検

討する中で、花泉町の、特にも清水地区には『かさこじぞう』の民話に通じる要素が

あったため、発祥の地と推定して六地蔵様を建立した」というもの。

そこで、「「「「『『『『かさこじぞうかさこじぞうかさこじぞうかさこじぞう』』』』のののの民話民話民話民話にににに通通通通じるじるじるじる要素要素要素要素」」」」を探してみました！

民話民話民話民話

「「「「かさこ地蔵かさこ地蔵かさこ地蔵かさこ地蔵」の」の」の」の

ルーツルーツルーツルーツを探してを探してを探してを探して

＜協力＞ 宇津野弘人さん(宝泉寺住職)、藤堂隆則さん(花泉町先人顕彰会)、菅原定雄さん(元清水集落公民館長)、花泉ロータリークラブ関係者のみな

さま 等 ＜参考文献＞ 柳田国男監修・日本放送協会編(1948)『日本昔話名彙』/ 花泉町史編纂委員会(1984)『花泉町史(通史)』/佐々木徳夫(2005)

『東北ふるさとの昔ばなし―「まてい爺とそそう爺」他八十七話―』/花泉社会科研究会(1976)『花泉の民話』/金沢村教育委員会(1956)『金沢郷誌』

一関市立

花泉小学校

▲至ＪＲ清水原駅

一関市立

金沢小学校

弥栄金成線

笠地蔵

金沢の市

二桜城址

◀至宝泉寺

▲▲▲▲至二桜城址至二桜城址至二桜城址至二桜城址

↑↑↑↑かさこじぞうかさこじぞうかさこじぞうかさこじぞう

ルーツルーツルーツルーツ

１１１１

約約約約200200200200年前に清水集落に伝えられた年前に清水集落に伝えられた年前に清水集落に伝えられた年前に清水集落に伝えられた

編笠編笠編笠編笠の技術の技術の技術の技術

『花泉町史』の「特産品」に関するページには次のような記述があ

ります。

「文政年中(1818～30)清水町佐藤喜八清水町佐藤喜八清水町佐藤喜八清水町佐藤喜八なるもの、伊勢詣のついでに

諸国を巡り、岡山岡山岡山岡山でででで編笠編笠編笠編笠をををを作作作作ることをることをることをることを研究研究研究研究し、帰国して、佐々木梅治

という人とはかって、栗原郡大岡栗原郡大岡栗原郡大岡栗原郡大岡・・・・志波姫地方志波姫地方志波姫地方志波姫地方のののの畳表藺草畳表藺草畳表藺草畳表藺草をををを求求求求めてめてめてめて編編編編

笠製作笠製作笠製作笠製作をををを普及普及普及普及した。一時一時一時一時はははは原料原料原料原料のののの藺草藺草藺草藺草をををを栽培栽培栽培栽培し、女の編手も多く、需

要に応じきれない時代もあったが、今は衰退した。その他竹細工など

が商品となった。これらの家内工業は、生産が増えるにしたがって、

商品商品商品商品としてとしてとしてとして農閑期農閑期農閑期農閑期にはにはにはには行商行商行商行商に、毎月毎月毎月毎月ひらかれるひらかれるひらかれるひらかれる金沢金沢金沢金沢・・・・涌津涌津涌津涌津・・・・清水清水清水清水・・・・日日日日

形形形形のののの市日市日市日市日にににに売売売売りさばくりさばくりさばくりさばくなど結構収入の助けとなった。」

つまり、清水集落には約約約約200200200200年前年前年前年前にににに岡山県岡山県岡山県岡山県からからからから編笠編笠編笠編笠のののの技術技術技術技術をををを持持持持ちちちち

帰帰帰帰ったったったった人人人人がおり、そこから家内工業として清水集落に普及しているの

です。その後、商売としての編笠は、現在現在現在現在のののの80808080歳代歳代歳代歳代のののの人人人人たちのおたちのおたちのおたちのお姑世姑世姑世姑世

代代代代まではまではまではまでは続続続続いてきたいてきたいてきたいてきたそうで、全盛期は清水集落清水集落清水集落清水集落のほぼのほぼのほぼのほぼ全戸全戸全戸全戸のののの女性女性女性女性がががが

「「「「現金稼現金稼現金稼現金稼ぎぎぎぎ」」」」としてとしてとしてとして編笠作編笠作編笠作編笠作りにりにりにりに勤勤勤勤しんでいたしんでいたしんでいたしんでいたのだとか！

なお、「一時は原料の藺草を栽培し」という記述がありますが、清

水集落内ではなく、油島地区の沢田で栽培をしていた人がいたとのこ

と。実際には仕入れ(栗原のほか、九州からも)が主だったそうです。

①①①①

②②②②

③③③③

①清水集落で商売として編

笠を制作していた最後の一

人・加藤孝さん(平成24年他

界)。平成20年過ぎまでは

注文があれば編笠を作っていたとのこと。「かさこじぞう」建立時には

すでに孝さんしか編笠を制作できる人がいなかったため、当初は孝さん

が一人で六地蔵様への編笠を作っていました。

②清水集落で昭和59年以前に作られていたと推測される編笠(『花泉町

史』に掲載されていたもの。その出典は「広報『はないずみ』」)。

③孝さんが制作し、旧花泉公民館に寄贈(平成20年２月)した編笠。

清水集落で作られた編笠は畳製造等に用いられる「藺草」が使われ

ていましたが、民話『かさこじぞう』に出てくる編笠は、「菅笠(すげがさ)」

と呼ばれる「すげ(菅)」という植物で作られた編笠のようです。

なお、当市域でも農家は「菅笠」を使っていたものの、当市域内で作られて

いたという情報は見つけられず、宮城県域で生産されたものを購入していたよ

うです。右画像は一関市民俗資料館に川崎地域の人から寄贈された「菅笠」。

ルーツルーツルーツルーツ

２２２２

金沢金沢金沢金沢で行われたで行われたで行われたで行われた

「「「「つめ市つめ市つめ市つめ市」」」」

まめまめまめまめ

知識知識知識知識

一般的には「すげ一般的には「すげ一般的には「すげ一般的には「すげ((((菅菅菅菅))))」で作る「」で作る「」で作る「」で作る「すげがさすげがさすげがさすげがさ」」」」

ルーツルーツルーツルーツ

３３３３

二桜城址二桜城址二桜城址二桜城址にあったにあったにあったにあった

宝泉寺宝泉寺宝泉寺宝泉寺

民話『かさこじぞう』では、お爺さ

んが年越しのための食べ物を買うため

に、まち(民話によっては「市」)に出

て編笠を売ろうとします。

先述の『花泉町史』にも記載がある

ように、かつて花泉地域では複数箇所

で定期的に「市」が開かれていました。

市が開かれる日は毎月決まっており、

金沢金沢金沢金沢でででで開開開開かれるかれるかれるかれる市市市市はははは「「「「６６６６」」」」がつくがつくがつくがつく日日日日(ち

なみに、清水の市は「３」がつく日）。

そのため、年越年越年越年越しにしにしにしに近近近近いいいい12121212月月月月26262626日日日日にににに開催開催開催開催されるされるされるされる市市市市はははは「「「「つめつめつめつめ市市市市」」」」と呼ばれ、年越年越年越年越しのしのしのしの準備準備準備準備をするをするをするをする客客客客でででで賑賑賑賑わったわったわったわったのだとか。この金沢の

「つめ市」と清水集落の距離感・関係性などが、民話に通じるところがある＝背景の一つとして考えられます。

現在、「かさこじぞう」が建立されているのは八幡神社の参道前であり、違和感を感じる

人もいるかもしれません。実はこの八幡神社のある場所は「「「「二桜城二桜城二桜城二桜城」」」」のののの跡跡跡跡でもあり、かつて

この場所には坂上田村麻呂が開創した「「「「天台宗宝泉院天台宗宝泉院天台宗宝泉院天台宗宝泉院」」」」がありました(807年に「花立山宝泉

院」と号したが、永和年代で廃寺となった)。1492年、二桜城主清水玄蕃葛西信実が宝泉院跡に禅寺を開基し「金寄山宝泉寺」と改め、

その後(慶長年間)、現在地(花泉町花泉字馬場30)に遷ったとされています。

つまり、現在の「「「「かさこじぞうかさこじぞうかさこじぞうかさこじぞう」」」」がががが建立建立建立建立するするするする場所場所場所場所のののの山手山手山手山手にはにはにはには寺院寺院寺院寺院がありがありがありがあり、、、、そのそのそのその麓麓麓麓にににに六地蔵六地蔵六地蔵六地蔵があったというがあったというがあったというがあったという可能性可能性可能性可能性はありはありはありはあり得得得得なくもないなくもないなくもないなくもない、

ということ。そうした歴史的背景も、清水集落が「かさこじぞう」発祥地の一つとする由縁の一つかもしれません。

地域をつなぐ六地蔵様地域をつなぐ六地蔵様地域をつなぐ六地蔵様地域をつなぐ六地蔵様

全国で「かさこじぞう」が伝わる場所とは？全国で「かさこじぞう」が伝わる場所とは？全国で「かさこじぞう」が伝わる場所とは？全国で「かさこじぞう」が伝わる場所とは？

まめまめまめまめ

知識知識知識知識

「かさこじぞう」こと六地蔵様をこの場所に建立したのは「花泉ロータリークラブ(当時

の会長は故・佐藤紀明氏(花泉歯科医院院長))」ですが、その当時から宝泉寺やその檀家女

性陣などを中心に、日常的に手を合わせてきました。

毎年８月24日は「地蔵盆の日」とされており、この日には宝泉寺が運営する「認定こど

も園花泉保育園」の園児たちが「地蔵盆参り」に訪れ、団子などをお供えし、手を合わせ

ています。

また、清水集落では平成７年から、集落公民館事業として「編みがさ作り教室」を開い

ており、ここで制作した編笠を六地蔵様に被せています(講師を務めていたのは10頁左上で

紹介している加藤孝さん)。

なお、この六地蔵を建立する以前には、この道路で事故が多発していましたが、建立後

は交通事故が起こらなくなったとか！

「全国に四か所」という看板の記述が気になり、調べてみると、「かさこじぞう」やそ

れに類似した民話が伝わる地域は実はたくさんあり、柳田国男監修の『日本昔話名彙』に

は、岩手県の事例として紫波紫波紫波紫波と江刺江刺江刺江刺の名前が出てきます(残念残念残念残念ながらながらながらながら花泉花泉花泉花泉はははは記載記載記載記載なしなしなしなし)。

多くは雪国(東北、北陸地方)の町村ですが、山梨県、千葉県、島根県にも同様の民話が

あったようです。読み比べてみると、思わぬ発見があるかも!?
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